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I T の浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる
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　新型コロナウイルス感染症が、日本で確認されてから３年が経
過しました。この間、学校生活もリモート授業に切り替えるなど、
行動制限がなされる中、ロシアによるウクライナ侵攻や円安など
の影響による資源価格や原材料価格の高騰などが、市民生活に
大きな打撃を与えております。
一方、２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災から１２年が経過
しました。地域建設業は、「地域の守り手」として全力で復旧・復興
に取り組んできました。そして、コロナ禍にあっても〝エッセンシャ
ルワーカー〟としてコロナ対策を徹底し業務に精励しております。
　コロナ以降、就職活動をしている学生さんのお話をお伺いする
と『地元で働きたい』という声を多くいただいております。
　ご案内のとおり、東北地方は、安定した食料生産地、エネル
ギー供給地、豊富な森林資源に加え、おいしい食文化・お祭り・温
泉・文化遺産や自然観光などの豊かな資源に恵まれております。
　このような環境の下、東北のモノづくりをする建設技術は、目ま
ぐるしいほど日進月歩を遂げております。インフラ分野のデジタ
ル・トランスフォーメーション(DX)です。対面主義にとらわれない
建設現場やオフィスの働き方改革の推進、IoT・AＩ・Cloud・５Gな
どの新技術の活用促進による建設施工やインフラメンテナンスの
現場の変革、３次元データ活用による受発注者の働き方を変革と
いう４つの〝変革〟に挑戦し、ワンチームでDXを推進しています。
それを担っていただくのが若い力です。「給料が良い」「休暇がと
れる」「希望が持てる」加えて「かっこいい」の新４Kを目指す地域
建設企業で働きませんか!
　人を大切にし、安全・安心な地域づくり産業として一緒に社会貢
献しましょう!  地域を守り育みましょう!

～震災・復興 進もう! 次の東北へ～
建設技術のパイオニア

東北建設業青年会
会長

ガーディナー
司子
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　全国に12城しかない現存天守を誇る弘前城をはじめ、江戸時代の
城下町としての雰囲気を残しつつ、明治・大正期に建てられた数々の
洋風建築や前川國男ら近・現代の巨匠建築家の作品まで、あらゆる
時代の建築文化を体験できる青森県弘前市。そこで幾多の洋風建築を
手掛けた大工の棟梁・堀江佐吉の流れを汲む堀江組（堀江敏志社長）
で、建築技術者として活躍しているのが、この物語の主人公・工藤亨
さんだ。
　「やんちゃで外で遊ぶのが好きだった」という工藤さん。小学生の
頃は地元で盛んな相撲に励み、中学校では野球に熱中した。「その頃
の経験がいまの粘り強さや、心が折れそうな時にも〝頑張ろう〟という
気持ちにつながっている」と当時を振り返る。
　父親が左官職人という縁もあり、現場には子どもの頃から出入りし
ていたものの、仕事として建設業を意識したのは中学校の総合学習

の時間だ。通っていた中学校の模型を製作するなど「ものづくりの
楽しさ」に目覚め、県立弘前工業高校建築科への進学を決めた。
　入学当初は、手先が器用だったこともあり、直接手を動かして作業
する技能者を志望していたが、授業の一環で建設会社のインターン
シップを経験。現場を管理して〝もの〟をつくりあげていく技術者の
仕事を知った。
　就職先に選んだ堀江組は、実家近くにある猿賀神社の工事を担当
しており「親しみがあった」と迷わず入社を決めた。入社後は先輩に
付いて工事の流れなどを学んだ。工業高校出身なだけに「専門用語は
基礎知識としてあったものの、ついていくので精いっぱい」の状況
だった。ただ、「仕事を覚えると、だんだんと楽しくなってきた」と早い
段階で、現場をまとめながらものづくりを進める建築技術者の魅力を
発見したようだ。
　これまでに事務所や県営住宅の改修、深浦町の展望台、弘前市内で
の文化財修復工事などを担当した。初めて現場代理人を務めた際には
「自分の名前が掲示されたことで、自然とやる気が湧いてきた。責任
と同時に、先輩の苦労などもわかった」と仕事を托してくれた先輩
社員に謝意を示す。
　そんな工藤さんのウィークポイントは〝高所恐怖症〟気味なこと。
10mほどの高さでも歩くときに腰が引けてしまう。だからこそ自分が
担当する現場は、墜落・転落災害の防止対策に細心の注意を払い
「絶対に安全・安心な作業環境づくり」を心掛けている。
　ここ最近は国の重要文化財に指定されている弘前城三の丸追手門
保存修理工事に携わっている。文化財の修復工事を進める上で欠か
せないのが確認作業の徹底だ。「1本のクギを抜くのにも当て木を
使う」ほどの丁寧さを持って建物を解体していく。

　一つひとつの部材に番付札を取り付けながら、強度を確認し、傷んで再利用
できないものは作り直した上で、部材を再び組み上げる。古い建物なだけに
「あけてみなければわからない」こともたくさんある。そうした場合は、先輩
に聞いたり、会社にある文献などを参考にしつつ「その道のプロである職人
さんから学ぶ」のだと言う。ひとたび現場に入れば「気持ちよく協力してもら
える環境をつくりたい」と施工図の作成や工程管理に余念がない。
　直近で担当した弘前城三の丸追手門保存修理工事では、鯱や隅鬼板などを
新調した。彫刻や漆喰、金物の漆塗りなど「高い専門技術を持つ職人さんが
少なくなっている」と伝統的な技術を承継する後継者の不足が目下の課題だ。
　弘前公園近くの保育園に通う子どもは3歳。いまは現場が近いだけに、妻や
子どもに働く姿を見せることもある。将来にわたり保存活用される文化財の
現場も「多くの人の目に触れる仕事として誇れる現場だからこそ、同時に絶対
に事故は起こせない」と、この先も強い決意で現場に臨む覚悟だ。

重要文化財もお任せあれ
勉強熱心な現場の大黒柱

現場一般公開時見学に来た家族と記念の１枚

　弊社の一番の若手です。やる気があって元気というのが第一印象
でしたが、とても勉強熱心で一つひとつの作業を丁寧にやり遂げ、
打ち合わせした施主からも良い評判を聞いています。いずれ後輩を
指導する立場になると思いますが、これまで先輩から受けてきた指導
内容を踏まえ、そこに自分の経験や技術を加えて、どのように伝えて
くれるのか、今から楽しみです。

専務取締役

堀江　幸成氏

上司・先輩
から一言

現場の1日

　工藤さんが担当したのは重要文化財弘前城三の

丸追手門保存修理工事だ。約60年ぶりとなる〝令和

の修理〟では約1万枚の銅板瓦葺屋根の葺き直しや

漆喰の塗り直し、金物類などを補修するとともに、

耐震補強工事を行った。

　外から見えないところにも必要以上に気を遣う

視線の先は「数十年後に行われる次の保存修理工事

の関係者にも誇れる技術者でありたい」と、世代を

越えて愛される文化財の修復に携わる建築技術者

ならではの矜持がある。

職場訪問

　文化財建造物の修復は、部材
を元の位置に戻すことになるた
め、解体時は部材一つひとつに
〝番付札〟を貼り付ける。通常は
木札を使用するが、今回の現場
は銅板に番付したためシール
が用いられた。

番付札教えて
建設用語
！

建築と歴史のまちで
ものづくりに覚醒
匠の技･思いを次代に継承

1989年4月生まれ。青森県平川市出身。
1級建築施工管理技士・2級建築士

株式会社  堀江組
本社／〒036‒8273
青森県弘前市大字西茂森2‒18‒5
TEL.0172-35-2711　FAX.0172-35-2710

建築課主任

工藤　　亨さん
Toru　Kudou
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20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

5：30　起床
自分の身支度と同時に、子どもの保育園
の準備も。

10：00　休憩
雑談しつつ、予定や状況なども確認する。

20：30
子どもを寝かしつけるが、一緒に寝て
しまうことも。

17：30　仕事終了
後片付けを確認した後、しっかりと施錠
してから現場を離れる。

8：00　朝礼
朝礼後は現場を巡回する。

12：00　昼休憩
この日の昼食は愛妻の手づくり弁当。

21：00　自由時間
マンガを読んだりテレビを見て過ごす。

18：30　帰宅
子どもと一緒にお風呂で汗を流した後に
夕食。

7：00　出勤

13：00　現場巡回

16：30　現場巡回

6：30　朝食

15：00　休憩

23：00　就寝
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Aomori
技術者物語
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　本編の主人公・菊地さんは鉄の町・港町として知られる岩手県釜石市
で、会社員の父と専業主婦の母との間に長男として生まれた。幼い頃か
ら外で遊び、小学生からスポーツ少年団で大好きな野球に打ち込む活
動的な少年だった。そんな菊地さんは建設業と元々縁があった。母方の
実家が市内で建設会社を営んでいたのだ。中学時代から「いろいろお
世話になったので会社を手伝って祖父を支えたい」との思いがあった菊
地さんは、高校受験で迷わず県立釜石工業高校（現釜石商工高校）の土
木科に進学。中学校でも続けていた野球部に入部したが「無意味な古
い伝統を押しつける先輩にモノ申したら辞めろとなった」と、理不尽を
看過できない正義感の強い気質から1年時に退部。その後は、在学中に
取得できる土木施工技術者（当時）資格を取得するなど勉学に励み、充
実した高校生活を送った。
　就職に当たっては「祖父の会社を手伝う前に外の世界も知った方が

良いと思った」こと、また「都市土木の勉強がしたかった」ことから東京
の土木会社に入社した。
　当初は「作業員として出世した人が現場監督になると思っていた」た
め、管理の補助業務を中心とする仕事に戸惑いもあったが、実際の作業
との〝二刀流〟でさまざまな知識と経験を身に付けた。さらに「今でも尊
敬できる上司に恵まれ、現場監督とは何たるかを厳しく叩き込まれた」。
これが今でも現場監督としての基礎になっているという。
　東京で5年間勤め、釜石に帰って来たのは2009年。「本当はもう少し
いたかった」が、家族に不幸が続いたことから帰郷し、母方の実家の建
設会社に入った。しかし、当時は仕事量が激減。かつ経営姿勢にも疑問
があり「これでは飯が食えないと思い、自分が何とかしようと思ったが、
たかが5年の経験では何もできなかった」。忸怩たる思いで過ごして
いたある日、転機が訪れる。当時交際していた奥さんが山元の現社長・
山元一輝氏の知己で、同社への入社を薦められたのだ。元々、大の海好
きで、東京時代に船舶を使った河川工事に携わり「面白い」と感じてい
たこともあり、海洋土木を得意としていた同社に迷わず応募し、2010年
12月に入社した。
　その3カ月後に東日本大震災が発生。当時、宮古市の防波堤基礎工事
の現場に配属されていた菊地さんは、船の状況を確認するため同社の
宮古事務所から上司とともに車で港に向かったが、無線で津波を知ら
せる連絡が入ったため引き返し、内陸部に移動。避難所で一夜を明かし、
自宅に戻った時は、菊地さんが船で流されたと思っていた家族に驚かれ
たという。
　それから数年間、沿岸部各地で災害復旧に携わる間に高卒としては
最短で1級土木施工管理技士を取得。その後に配属された釜石港湾口
防波堤工事の現場で初めてケーソンの据え付けを経験した。「入社から

4、5年経って念願の港湾工事にようやく携わることが出来た」。やりたい仕事が
出来る充足感を感じながら、地域の復旧復興に邁進した。
　6年に渡って関連工事に携わった後、2020年10月から同社が初めて受注した
砂防ダムの現場を任された。「海の上での仕事が最高」という菊地さんだが「会社
初の砂防ダムをトップバッターでやらせてもらうのは光栄」と前向きに受け止め、
未経験の工種に果敢にチャレンジ。別会社で同種工事を経験した上司のサポート
を得ながら会社の付託に応え、評定点94点という見事な工事成績を収めた。
　現場監督として成長を続ける菊地さんが思う建設業の魅力は「異工種はもち
ろん、同じ種類の工事でも条件が全く違うので、それぞれ発見やら自分の工夫
を生かせる。要は自分オリジナルの現場と構造物を造ることができる」ところ。
現場監督を〝小さな経営者〟と捉え、限られた実行予算の中で最終的に利益を生
み出すという、多くの現場監督が頭を悩ます命題すら「そのための工夫のしど
ころが楽しい」と笑顔で話す建設業の〝申し子〟は、これからも地域の安全・安心
を守るため力を尽くしていくつもりだ。

現場監督は〝小さな経営者〟
創意工夫を楽しむ建設業の申し子

プライベートで奥さんと2ショット

　入社して初めて見た時は、その不敵な面構えが印象に残りました。
そのインパクトに期待する部分もあって、能力的には未知数の中、小規
模ながらいきなり元請、しかも国交省の現場で主任技術者を担当して
もらったのですが、施工計画から引き渡しまでしっかりこなしてくれま
した。それから10年以上、彼の仕事を見ていますが、非常に勉強家で
向上心も強く、実際に結果も残しており、多くを語らずやるべきことを
しっかりやる不言実行型の人間です。これからの会社の中核を担う人
材の1人として期待していますし、今後、上司という立場になっていく
中で後輩の指導にも注力してほしいと思っています。

代表取締役社長

山元　一輝氏

上司・先輩
から一言

現場の1日

　菊地さんが2020年2月から2022年10月末まで

現場代理人を務めていたのが、岩手県沿岸広域振

興局が発注し、釜石市仮宿地区で行われた仮宿東

の沢（2）地区砂防堰堤築造工事だ。同社が初めて受

注した砂防工事を任された菊地さんは、着工前の余

裕期間を活用して綿密に施工計画を練り、設計と異な

る現場状況や作業ヤードが確保できない狭小な用

地など、さまざまな課題に直面しながらも創意工夫

で打開し、完成後の検査で高点数を獲得した。

職場訪問

　起重機船のクレーンで海中
に石材を投入する際に使用す
る。メーカーや用途に応じてさ
まざまなタイプがある。

オレンジバケット教えて
建設用語
！

大好物は創意工夫
先陣切って未知の分野に
果敢に挑む
不言実行の開拓者

1986年4月生まれ。岩手県釜石市出身。
1級土木施工管理技士

株式会社  山元
本社／〒026‒0021
岩手県釜石市只越町2‒6‒20
TEL.0193-22-1805　FAX.0193-22-1827
URL　http://www.yamamoto-constax.co.jp/

土木部係長

菊地　健太郎さん
Kentaro　Kikuchi

5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

6：00　起床
タバコを吸いながらSNSやネットニュースを
確認します。電子タバコのgloを愛用しています。

7：30　現場着
パソコンを起動しメールをチェックします。
当日の作業内容と打合せ事項を確認します。

8：00　朝礼
作業員全員の健康状態を確認します。当日
の作業内容に対するKYを行います。

12：00　昼休憩
ネットニュースや天気予報を確認します。
翌日の作業打合せ簿を作成します。

16：00　現場巡回
午後の作業の進捗状況を確認します。翌日
の作業について軽い打合せをします。

19：30　スマホゲームをしたり動画やテレビ
を見たりしているうちにウトウトしてきます。

12：50　作業打合せ
元請職員、下請の職長と午後の作業や
翌日の作業について打合せします。

6：30　朝食
朝食はしっかり食べます。
ほぼ毎日納豆ご飯を食べます。

8：30　現場巡回
現場状況を確認します。作業方法を確認します。

11：30　現場巡回
午前の作業進捗状況を確認します。

13：00　現場巡回
午後の作業の確認をします。14：00　事務所へ戻る

書類作成やデータ整理を行います。

18：30　夕食　のんびりウイスキーを飲み
ながらおかずのみ食べます。

17：00　会社着
作業日報と回覧書類を上司へ提出し退勤
します。

9：30　事務所へ戻る
発注者への提出書類作成やデータ整理
を行います。

7：00　出勤
毎日同じ缶コーヒーを飲みながら車を運転します。

16：30　現場から会社へ移動

17：20　帰宅　入浴

24：00　就寝

Touhoku Construction Engineer Story / 技術者物語

Iwate
技術者物語
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　舗装工事を中心に経験豊富な工事監督と直営施工で高品質を実現
している柴田建設工業（仙台市）。交通事故よりも死亡やケガ、骨折の
リスクが高いという転倒事故の実態を聞いた柴田充社長は、床面に
滑り止め対策を施す防滑（ぼうかつ）を通じて、社会問題の解決と安全・
安心な地域づくり貢献しようと２０２２年４月に防滑事業部を立ち上げた。
そこで主任として施工管理と営業を担当しているのが山内さんだ。
　仙台市出身で市立仙台女子商業高校を卒業後、情報処理の専門学
校に進んだ。在学中からＭＣを務めるなど、イベント関連の仕事も長
年続けてきた。前職の人材派遣会社には長く勤めていたが「おもしろ
い仕事があれば転職したいと考えていた」というタイミングで、柴田
建設工業で経理を担当している親友を介して柴田社長と面談した。
　転倒や転落・墜落事故で亡くなる高齢者は年間約９０００人と交通事
故の４倍にもなる。この話を聞いた山内さんは、建設業には全く縁が

なかったものの「世の中にバリアフリーの商材はたくさんあるけれど、
話を聞けば聞くほど大切なことだと感じた」と防滑事業への〝共感〟が
決め手となり、防滑事業部立ち上げ直後の５月に入社した。
　山内さんが手掛ける防滑事業では、屋根を遮熱・遮音する吹付塗布
剤の高い耐久性と大きな摩擦係数に着目して研究開発された強力滑
り止め材『安全安心グリップシリーズ』を使用している。床面や路面に
塗布して、強靱な防滑面をつくり、転倒事故を防止するものだ。
　防滑事業を手掛ける日本防滑推進協会の会員企業は柴田建設工業
を含め、東北地方に３社だけ。建設業の中でも施工できる企業は限ら
れているだけに「全てが手探り」という状況の中、「まだまだ学ぶこと
も多いが、やりがいを感じている」と試行錯誤を繰り返しながら、防滑
のパイオニアとしての役割を楽しんでいる。
「建設業は男の仕事のイメージだった」という山内さん。現場で施工
班が繊細かつ丁寧に仕上げていく〝匠の技〟を目の当たりにしてから
は「自分も同じような品質で仕上げるようになりたい」と技術者とし
てのレベルアップに向けて研鑽を重ねる。特に「御影石やタイルなど
のきれいな床材表面の美観を損なわない提案と施工を常に心掛けて
いる」と女性ならではの視点を生かして仕事に取り組んでいる。
　防滑事業に携わるようになり、日常に潜んでいるさまざまな転倒の
要因に目を配るようになった。ある商業施設のプレオープンイベント
にプライベートで訪れたときだ。「きれいなタイルでとても〝映える〟
建物だったけれど、とにかく床が滑った」と転倒の危険を察知。日を改
めて先方の社長に転倒事故の危険性を訴え、解決策として安全安心
グリップシリーズの施工を提案し、受注につなげた。「自分が良いと思
えるものは、自信を持って薦めたい」と本心で相手と向き合える商材
との出会いを喜ぶ。

　また、大事な仕事の一つが施工現場のアフターフォローだ。「効果を適切に
維持するためには、点検とメンテナンスが欠かせない」というのは土木や建築
などの建設事業全般にも通じる。
　現場で使用する施工図には、日常生活ではあまり馴染みがないミリ単位で
標記されている。そのため「最初の頃は数量を１桁間違えて発注しそうになっ
たこともあった」と建設業界の慣習などは「まだまだ勉強中」という。
「やってみようが大好き」と言う山内さん。自らアイデアを出しながら、施工
性やグリップ力をさらに高めるための技術改良にも取り組んでいる。いまの目
標を聞くと「まず〝防滑〟を広く知ってもらい、防滑という概念が当たり前にな
ること」と返ってきた。
　プライベートでは一児の母親としての顔を持つ。「家事は苦手」というもの
の、休日には早起きしてお弁当をつくり、子どもが夢中なサッカーの送迎役を
こなす。「応援にもつい力が入る」と笑顔をみせる。

転倒事故を未然に防ぐ
防滑事業のパイオニア

紹介してくれた経理の石井真弓さん㊥と防滑仲間の加茂真希さん㊨と

　建設業界は未経験でしたが、使命感を持って仕事に取り組み、日々
成長する姿に、われわれも刺激を受けています。また、好奇心が旺盛
で、イメージを多々持ち、さまざまなことにチャレンジする精神も備
えています。今後は１人の技術者としてさらに成長し、ものをつくる、
維持管理するだけではない、建設業界で働くことの使命を体感し、社
会に役立っていることを実感してほしいと願っています。

代表取締役社長

柴田　　充氏

上司・先輩
から一言

休日の1日

　山内さんが主任を務める防滑事業部では、これ

まで施工現場を５現場ほど担当した。事前調査で床

の材質や施工箇所を確認するとともに、測量や写真

撮影などを手掛ける。現場のことに加え、提案書や

測量データ、数量表の作成などの事務仕事まで何

でもこなす。アフターフォローで訪れた担当現場の

施主から掛けられた〝滑らなくなり、安全になった〟

という感謝の言葉が何よりも仕事の活力になる。

職場訪問

　不適切な床材が原因で人が
誤って滑ってしまい、転倒した
事が原因による怪我や骨折、死
亡などの転倒事故を、何らかの
対策により未然に防ぐこと。

防滑教えて
建設用語
！

事業への共感が
入社の決め手
日々試行錯誤を重ね
社会問題解決に立ち向かう

1987年2月生まれ。宮城県仙台市出身。

株式会社  柴田建設工業
本社／〒982‒0251
宮城県仙台市太白区茂庭字町北21‒1
TEL.022-748-4401　FAX.022-748-4416
URL　http://www.shibata-con.co.jp/

防滑事業部主任

山内　　愛さん
Ａi　Yamauchi

5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

６：００　起床
母と息子の弁当づくり＆朝食づくり。

8：00　出発
息子のサッカーの送迎！

12：00　昼食
おにぎりを１人でパクパク食べる！

14：00　サッカー終了　
今日のメインイベント映画館へＧｏ！

22：00　家事
大キライな家事を頑張って終わらせる。

１８：３０　帰宅
途中で買い物をして、夕食づくり。

23：００　入浴
１日の疲れをゆっくりとります。

15：00　映画鑑賞
『THE FIRST SLAM DUNK』を観る。
息子と２人で鳥肌＆爆泣き！　

20:00　アニメ鑑賞　
アニメの『ワンピース』を観るのが就寝前の
楽しみ。

7:00　朝食
朝からしっかり食べます。
食後のフルーツが大好きな息子!!

19：00　夕食
映画館で食べたホットドックとポテトがお
腹に残っているので自分はサラダだけ。

24：00　就寝
今日も１日お疲れ様でした。
明日もがんばるぞー！

9：00　サッカー観戦

Touhoku Construction Engineer Story / 技術者物語

Miyagi
技術者物語
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　コーポレートカラーのコバルトブルーに染めた髪がひときわ目を引く
佐藤えりなさん。菅組（秋田県湯沢市）期待の女性土木技術者だ。現在
は2度目の育児休暇を取得中で、現場を離れて4歳の男の子と昨年6月
に生まれたばかりの女の子の子育てに奮闘している。
　子どもの頃から「走るのが大好きだった」という佐藤さん。小学生
から高校生まで短・中距離の陸上選手として青春を駆け抜けた。県立
増田高校を卒業後、「人と話すのが好きだった」と東京でサービス業に
就き、それなりに充実した日々を過ごしていたが、「大好きな祖母が
1人で雪下ろししていると聞き心配になった」と高齢の祖母の身を案じ、
3年ほどでUターンした。
　菅組との出会いは、当時働いていた地元のガソリンスタンドだった。
そこをよく利用している同社の社員を見て「いつも和気あいあいと
仕事を楽しんでいる雰囲気だった」と建設業に興味を持ち始めた。
　ガソリンスタンドの敷地内を小型ローダーで除雪した経験があり

「まわりに建設機械を運転・管理する女性がいなかった。カッコいい稼げ
る女になって、おばあちゃんに一人前の姿を見せたかった」と一念発起
して転職を決意。より大きな重機を操作するオペレーターとして菅組の
中途採用に応募した。
　出社初日。それまで黒髪だった佐藤さんの青い髪を見て誰もが驚い
た。「『身も心も会社色に染めました』と言われ、反論の余地がなかった」
（菅洋介社長）と振り返るほどのプレゼンテーション力を発揮し、周囲を
納得させてしまった。
　本人はオペレーターを志望していたものの、生来の明るい性格とその
コミュニケーション能力が見込まれ「3年間という条件付き」で品質や
工程、安全などの現場全般を管理する〝ドボジョ〟としての歩みが始まる。
　「はじめは道具の名前もわからなかった」という佐藤さんだが、「あえ
て聞くことを心掛けている」というコミュニケーション力を発揮し、上司
や先輩、作業員、監督員から仕事に必要な知識を意欲的に吸収していく。
この間「工事黒板に書いた字が消えないほど寒かった」という厳冬期の
夜間作業など、建設業の辛さも経験しながら、2級土木施工管理技士に
合格した。
　現場代理人としての〝初子〟となった工事は、ちょうど第二子を妊娠
したタイミングと重なった。悪阻などの体調不良を抱えながらの現場管
理となったが「早めに上司に相談したことで、周りが気を遣ってくれた」
と上司や先輩、同じ現場で働く仲間のサポートと、他社で土木技術者と
して働く夫、保育園に通う長男ら家族の協力を得ながら乗り切った。
　途中、悪天候などの影響で当初の予定工期が延長され、それに伴い
完成検査の受検日が産前休暇の取得開始予定日後に設定された。ここ
でも監督員や検査員らに掛け合って、受検日を前倒して設定し直し、
その期日までに完成させた。現場代理人の重責を果たした上で元気

な長女を出産した。
　県から通知された工事の成績評定は88点。初めての現場で高得点をたたき
出したものの「いまは反省点がたくさん見えている」と次に担当する工事では
優良工事表彰を狙う。
　仕事の傍ら地元・雄勝建設業協会の女性部会「はなこまち」の副代表として建
設業と建設女子の魅力の発信にも積極的に取り組んでいる。将来は「大きな道路
工事の現場を仕切ってみたい」と土木技術者としてのキャリアパスを描きつつ
「オペレーター志望という気持ちにも変わりはない」とも。現場で管理と重機操
作ができるマルチプレイヤーとして「前例がないことに挑戦し、自分でなければ
できないことを増やして、会社にとってなくてはならない存在になりたい」と語る。
　平日はなかなか時間がとれない分、プライベートでは子どもと過ごす時間を
何よりも大切にする。家庭とキャリアを両立させる上で必要な育休や時短勤務
制度の創設を会社に訴えるなど、新たな風を吹き込み、社内外を自分色に染め
ながら〝オンリーワンのドボジョ〟という目標に向け、全力疾走を誓う。

夢は管理も作業もできる
マルチプレイヤー

いとこと２人の子どもと ともに

　佐藤さんはオペレーターを志望して入社しましたが、彼女の適正
と将来性を考え、現場代理人として育てています。後輩の指導係を
務めた現場の工事日誌を楽しみに読んでいましたが、褒めると同時に
必ず課題も与える良い先輩です。女性技術者のロールモデルとして、
彼女に憧れる女性に入職してもらえる存在になると確信しています。

代表取締役社長

菅　洋介氏

上司・先輩
から一言

休日の1日

　佐藤さんが現場代理人を務めたのは秋田県雄勝

地域振興局が発注した「地方道路交付金工事（改築）

03-HF25-20」だ。国道398号改築事業の一環と

して湯沢市稲庭町で路体の盛土や側溝の設置、敷砂

利などを施工した。体調が良くない中、品質や工程、

安全などの管理に全力を尽くした。「天職にできるよ

うにさらに知識を深め、自信を持って指示できるよう

になりたい」とさらなる成長を誓う。

職場訪問

　橋の上部構造と下部構造の
間に設置する部材で、荷重伝達
と水平移動、回転の各機能を
担い、地震時にはアイソレート、
減衰機能を果たす。老朽化した

橋梁は、支承の取り替えや補修を行い、安全
性を高める。図面ではF（Fix＝固定支承）、
M（Move＝可動支承）などで記される。

支承教えて
建設用語
！

トレードマークは青い髪
オペ志望もコミュ力
生かし技能者に
家庭も仕事も全力疾走

1991年8月生まれ。秋田県湯沢市出身。
2級土木施工管理技士

株式会社  菅組
本社／〒019‒0205
秋田県湯沢市小野字東古戸19‒4
TEL.0183-52-2188　FAX.0183-52-4482
URL　http://www.sugagumi.co.jp/

佐藤　えりなさん
Erina　Sato

5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

6：00　起床
洗濯しつつ掃除。おむつを替え、離乳食
の準備。

8：30　散歩
下の子はベビーカー、長男は私と手を
つなぎ近所の公園へ。

12：30　昼食
まだ遊びたがる上の子を説得し昼食へ。
子供が好きなうどんやそばが多い。

18：00　夕食
作ったものと違うものを食べたがる長男。
このあたりから自分の体力が限界に。顔面
離乳食まみれの下の子を綺麗にしたあと、
お風呂へ。子供たちを寝せるまで時間が
怒涛のように過ぎる（笑）。

21：30　寝かしつけ
1時間かかるときも。

13：30　買い物
食材等の買い出し。

6：30　朝食
私は米派、パパと長男はパン派。

14：30　公園
2回目の公園遊び。

17：00　帰宅
急いで夕食の準備にとりかかる。

23：00　家事
洗濯ものを干したり、離乳食のストック作り。
翌日の保育園準備。

9：00　公園遊び
上の子と遊びつつ、寝てる下の子をこまめ
に確認。

7：30　準備
化粧を含め私の身支度は5分。
リュックはオムツやおやつでパンパン。

20：30　ミルクをあげる

0：00　就寝　仕事の日よりハードかも？！

Touhoku Construction Engineer Story / 技術者物語

Akita
技術者物語
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　建北社（山形県村山市、安達裕真社長）は1948年の創業以来、村山
地方の地域密着型総合建設業として建築事業を主力に土木、住宅、
太陽光発電に加え、地域の除雪活動まで幅広く手掛けている。地元
河川の愛護活動や寄贈・寄付などのCSR（企業の社会的責任）活動
にも力を入れ、地域から愛される企業づくりに力を注いでいる。
　同社で土木技術者として活躍している工藤一輝さんは、隣まちの
東根市で生まれ育った。子どもの頃を振り返ってもらうと「どちらかと
言えばインドア派で、家の中でゲームをしている時間が長かったかも」
と厳しい気象条件と闘う土木技術者とは異なるイメージが返ってきた。
　天童市内の高校を卒業後、仙台市にある東北文化学園大学に通い、
ハードからソフトまで幅広くコンピューターのことを学んだ。卒業後は
父親の実家の農業を手伝うなど1年半ほどアルバイトとして、さまざま
な職業を体験しながら、自分の将来を見定める時期を過ごしていた。

　そんなある日、高校時代の親友と遊んでいた時に誘われたのが
建北社でのアルバイトだった。先に同社の建築部に入社していた親友
の誘いで飛び込んだこの経験が、工藤さんの人生にとっての大きな
転機となった。
　3カ月ほどさまざまな現場で作業や測量などの〝ものづくり〟を体験
した後、正社員への登用が決まり入社した。配属されたのは、主に
山形県や村山市などが発注する公共工事を担当する土木部だ。「全く
の未経験でわからないことだらけだった」と言うものの、先輩技術者
や現場で直接作業する技能者ら先輩社員から仕事に必要なことを
一つひとつ丁寧に教わった。
　「はじめは体力的にきつかった」ものの、建設業界全体の働き方
改革が進んだことで「最近は休みが増えている」と労働環境の改善
を実感している。
　技術者として1人前になるため、発注者が必要とする技術的要求
などを記した土木工事共通仕様書などを読み込み、時には土木関係
の資格試験参考書などを開いて、仕事に必要な知識を身に付けた。
施工図面作成などの作業は「大学時代に学んだ情報処理の経験を
生かして、はじめから得意だった」という。
　入社から半年ほどが過ぎた頃、先輩が主任技術者を務めていた
工事で現場代理人デビューを果たした。初めて同行した発注者との
打ち合わせは「緊張して、ただメモをとるだけだった」と少々苦い思い
出になっている。その後は持ち前の勤勉さで土木技術を学び、2年
ほどで2級土木施工管理技士を取得。さらに現場で経験を積み重ね
ながら1級土木施工管理技士に合格した。
　これまで20件ほどの現場に携わってきた。雪深い村山地方では
「毎朝、作業開始前に1～2時間除雪することもある」と天候とにらみ

合いながらの現場管理となる。それでも「完成検査受検後の開放感と達成感
はなにものにも代えがたい」と土木技術者としての冥利を語る。
　入社から10年を超え、バイト時代ともに汗を流した直営班の技能者が入れ
替わり、「ここ数年で平均年齢が若くなった」と世代交代を実感する。教えて
もらう側から教える側に会社での立ち位置が変わり「現場のことは全て把握
しておきたい」と現場に潜んでいる危険の芽などに細心の注意を払い、隅々
まで目を光らせる。
　「いまは技術者として、より効率的な施工方法を考えることが楽しい」と
きっぱり。現場に乗り込む前にはいろいろと考えるが、現地で職長さんたちと
話をすると「彼らの経験則に基づく施工方法の方が合理的な場合もある」と
互いを尊重しながら、より良い施工方法を模索する日々が続く。
　プライベートでは2歳と7歳の子どもの父親で、休日は公園で一緒に遊ぶ
ことが多いという。「暮らしを守り、災害時には対応もする。建設業の仕事は
必ず必要な仕事」と土木技術者としての誇りを胸に今日も現場に立つ。

社内での懇親会のもよう

　工藤君は、2012年の夏に当社にアルバイトとしてやってきた。当時
は、若年層の技術者も作業員もいない中で24歳の彼は魅力的だった
と記憶が残っています。工藤君は大卒ですが、専攻もまるで畑違いの
建設業に入ってきて専門的な知識もないまま仕事に就くのは大変だっ
たと思いますが、自己の研鑽と熱意とで一人前の技術者となって来て
います。これからは先輩として、これまで自分が学んだ事を生かし若手
を教育し、今後会社を担う社員になると期待しています。

上司・先輩
から一言

現場の1日

　現在、工藤さんが監理技術者を務める山形県農林

水産部発注の「幕井地区農村地域防災減災事業三

工区」は、村山市内にある農業用ため池を改修する

工事。人家と農地被害の防止や農業用水の安定

供給による作物生産を維持する。工藤さんは底部を

構築する一工区から担当している。昨年度の二工区

で取水部を整備し、現在の三工区で堤体を構築し

ている。

職場訪問

　降水量が少なく、流域の大き
な河川に恵まれない地域など
で、農業用水を確保するため、
人工的に造成された池。2018年
7月豪雨で多くため池が決壊し
たことで、全国的に緊急点検と
応急措置が進んでいる。

ため池教えて
建設用語
！

友人の誘いで入職
バイト体験が人生の転機に
現場経験を重ねて
若手の指導役に成長

1988年12月生まれ。山形県東根市出身。
一級土木施工管理技士

株式会社  建北社
本社／〒995‒0033
山形県村山市楯岡新町1‒16‒3
TEL.0237-55-4511　FAX.0237-55-6939
URL　https://kenhokusya.co.jp/

土木部主任

工藤　一輝さん
Kazuki　Kudou
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Yamagata
技術者物語

大学で情報工学専攻も
自己研鑽と熱意で土木技術習得

土木部課長

五十嵐　真一氏

7：15　出勤
会社の作業員休憩所にて、土木部員と
直営作業員の皆と各現場の作業間調整
や雑談。

13：00　現場巡回
作業員と打ち合わせしながら、出来形を
チェック。

16：00　現場巡回
進捗状況を見ながら、明日の作業内容を
考える。

7：50　朝礼
作業内容と作業員の体調などを確認。
朝礼後は現場を巡回し、安全設備は特に
念入りに確認する。

17：00　業務終了
作業後の整理整頓は現場の基本。作業
日誌などの書類作成もこの時間に。

15：00　休憩
もうひと頑張り。

１０：00　休憩
ほっと一息。まだまだこれからが本番。

12：00　昼食
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　福島県南会津町内の総合建設企業・南総建に勤務する馬場萌希さん
は、入社2年目にして建設業の魅力を「生涯続けていきたいと思えるほ
ど〝やりがい〟がある」と断言する。先輩技術者の指導のもとテキパキと
業務に勤しむ姿には、さぞや専門教育の道を歩んできたのかと思いき
や、学生時代は他産業を目指しており、管理技術者の卵としての今が
あるのも背に腹が代えられない選択からだった。
　馬場さんは南会津町で1男3女の末っ子として生まれた。「家族全員
が話し好きで、常に誰かがしゃべっている」というにぎやかな家庭で
育った。幼少期は近所にある河川で石投げや網での魚取りなど、外での
遊びを好み、中学からは地元の劇団「息吹」に参加し、琉球古典芸能
「組踊」をアレンジした舞台に汗を流す活発な青春時代を過ごした。
　中学生時代の得意科目は数学で、「数字を見るのが好きで、方程式で
解く過程にハマる」と理数系に関心を寄せていた。ただ、高校への進路
は担任から「理数系に進学して数学でつまずいたら強みがなくなる」と
の助言を受けて「文献や古文を読むのも好きだったことから会津若松

市内の普通科高校となる葵高校に進学した。大学は「ダウン症を抱え
た友人と長年仲が良く、中学時代から障がい児の支援・指導に携わりた
かった」と福祉系一本に絞った。特別支援学校教論免許の取得を目指
して上京し、日本社会事業大学社会福祉学部に進んだ。
　だが、夢を追い求めた東京でのキャンパスライフは順風満帆とは
行かなかった。課題に追われる日々の中、さまざまな人が寄り集まる
大学での人間関係に心身ともに疲弊し「何をするにも無気力になった」
と振り返る。ふと将来に対して不安が押し寄せ、これまでの歩みに対し
ても前後不覚に陥り、「自分の面倒を見られないのに、誰かを支援する
福祉全般の仕事は無理だ」と退学を届け出たのは大学3年の時だった。
　帰省後は生真面目な性格から親のすねかじりを良しとせず就職を決
意。ハローワークで見つけた南総建の求人に「事務職なら務まるかも
知れない。実家から近く、ほかに選択肢もない」とわらにもすがる思い
で応募した。明暗を分ける面接で手応えを感じたものの、採用担当者
から「〝施工管理〟の仕事に興味ない？」との問いかけに、初めて聞く建
設業界の職種に期待と戸惑いが入り交じった気持ちのままうなずいた。
　無事に採用が決まったとはいえ、これまで関心を寄せていなかった
建設業界だ。ましてや社会人としてもスタートを切ることに不安はあっ
たが、それを払拭したのは最も身近な存在の父の一言だった。就職先
を聞いた役場で技術系職員を勤めた父はある日、林道に連れて行き
「ここは俺が愛を込めて監督した現場だ」と語った。その仕事に対する
自信と誇りに満ちた姿に光明が差し、思わず羨望を抱いた。
　南総建に入社後は、数々の現場を見て回り、雰囲気に慣れるところか
ら始まった。専門知識の不足や職人が使う用語への理解に苦労したが、
道路維持管理業務の写真整理などに従事しつつ、図面の見方や安全管
理方法などの基礎を身に付けていった。職場に女性が少ないため心細

さを感じることもあったが、地元建設企業が参加する新規入職者研修会で多く
の同期、業界で働く心強い仲間と縁を結んだ。
　2年目を迎えた現在は、ベテラン土木施工管理技術者の補助として測量や図
面の数量確認作業などを行っている。仕事に当たっては「コミュニケーションが
不足し、相手の出方・教え待ちが多い」と自身の性質を客観視し、「積極性と貪
欲さを身に付ける」と目標を定めた。それからは業務では「レベル（高さ）を測
り、擁壁などの同じ形の道路付属構造物が並ぶ姿にきれいさを感じる」と数学
的要素の楽しみを見出し、プライベートではドライブで現場が目に入れば工事
内容に興味が尽きない毎日を過ごす。
　馬場さんは、文系から福祉系を歩み、紆余（うよ）曲折を経て建設業に辿り着
いた。だが、「携わった道が徐々に出来上がる度に〝まちづくりの一翼を担ってい
る〟と実感できることが一番のモチベーション。将来は長大橋を管理してみた
い」と笑顔を見せる姿には、〝建設人〟こそが数奇な運命が彼女を導いた最適解
だったと思わざるを得ない。

無気力から自分を見失うも
父に憧れ歩み始めた建設業への道

休日は大学時代の友人と大好きなドライブへ

　馬場さんは建設関連の専門課程を学んできた訳ではありませんが、
持ち前の真面目さに加えて理解力・吸収力が高く、数字に強いことも
あって、入社期間が浅いと思えないほど成長が早い期待の若手です。
　〝女性だから〟と特別視しないで接することで、本人や周りの職人ら
にも気を遣わせない環境を心掛けています。
　現在は施工管理技術者を目指して測量関係の技術・知識を身に付け
てもらっています。今後は確実な数量計算方法などのノウハウ、2級
土木施工管理技士などの資格取得に加え、発注者との協議・対応など
の経験を積み重ねてもらい、当社を代表する技術者となることを期待
しております。

田島事業所工事課長

五十嵐  寛和氏

上司・先輩
から一言

現場の1日

　馬場さんが取材時に従事していたのは、福島県南

会津建設事務所発注の国道289号田島バイパス関

連の道路橋りょう整備工事。南会津町中心部の混雑

を解消するため、市街地北側に新たな骨格交通軸と

なる4車線道路を新設（一部2車線を拡幅）している。

　現場では施工管理者の補佐として、測量機器を

使って工事が設計図書や工程通りに進んでいるか

出来形の測定作業などを行っている。完成を左右す

る重要な仕事なだけに「確認ミスや事故防止に細心

の注意を払っている」という。

職場訪問

　地面を押し固めるために用い
られる建設機械の一種。大重量
の車体の重みに加え、接地面積
が大きい鉄輪や機体を振動させ
ることでより深い層まで締め固
めることができる。

振動ローラー教えて
建設用語
！

異業種志した文系人間
数字好きで才器みせる
運命が導いた期待の新星

1999年6月生まれ。福島県南会津町出身。

南総建  株式会社
本社／〒967-0611
福島県南会津郡南会津町山口字堀田791
TEL.0241-72-2516　FAX.0241-72-2512
URL　http://minamisouken.com/

工事部土木課

馬場　萌希さん
Moegi　Baba
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6：30　起床
仕事の日はこの時間に起床。
朝食（コーヒー牛乳を飲まずにはいられ
ない）

8：00　作業
書類のチェック・作成など、できることから
確実にこなしていくしかない。

7：50　現場到着
今日の現場はどんな流れで動くのか確認。

17：00　仕事終了
その日の進捗はその日のうちにまとめる
ことが計画的な現場への一歩なので振り
返ってみる。

22：00　入浴・就寝
ビールを飲みながらスキンケアも頑張って
いる。
きちんと目覚ましかけて寝よう。

15：00　休憩
暑いなら炭酸、寒いなら缶コーヒーが好き
現場の人と何を話したらいいかまだわか
りません。

7：10　出勤
いつももっと早く起きてれば…と思い
ながら準備している。

13：00　仕事再開
位置出し他、現場ではわからないこと
ばかりなので積極的に質問してみる。

19：00　帰宅・夕食
帰宅は犬を愛でるところから始まる。
ビールがおいしいのでオススメ毎日あり
がとう。

12：00　昼食
いつも母がお弁当を持たせてくれる！
焼きたらこが入っていたらラッキー。
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Fukushima
技術者物語






